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同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

会　

長　

大　

野　

金　

一

︵
高
8
回
︶

毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る
進
修
同
窓
会
の

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
元
年

度
総
会
開
催
以
降
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
卒
業
60
・
50
・

40
・
25
・
15
周
年
祝
賀
式
も
含
め
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

土
浦
市
内
の
「
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
」
で

開
催
さ
れ
た
各
周
年
の
祝
賀
会
に
も
、
よ
ぎ

校
長
と
お
邪
魔
し
て
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
賑
や

か
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

前
号
の
会
報
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本

年
度
か
ら
、
当
会
の
規
約
を
改
正
し
、
本
部

幹
事
の
う
ち
総
務
・
財
務
・
広
報
・
事
務
局

を
担
当
す
る
常
任
幹
事
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

今
の
進
修
同
窓
会
の
課
題
は
、
年
会
費
の

納
付
率
が
非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

創
立
100
周
年
事
業
と
し
て
建
設
し
、
生
徒

の
学
習
や
部
活
動
に
使
用
し
て
い
る
進
修
学

習
館
や
ア
リ
ー
ナ
の
修
繕
費
を
、
そ
の
都
度

寄
付
を
募
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
か
ら

積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
て
お
く
べ
き
で
す
。

ま
た
、
在
校
生
の
海
外
研
修
を
含
む
活
動

も
多
様
化
し
て
お
り
、
卒
業
生
、
同
窓
会
が

関
与
す
る
機
会
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
進
修
同
窓
会
の
年
会
費
３
千
円
の

納
付
者
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
の
卒
業

生
は
各
回
50
名
前
後
で
す
が
、
そ
の
あ
と
は
、

若
く
な
る
ほ
ど
減
少
し
、
平
成
20
年
以
降
の

卒
業
生
は
各
回
10
名
程
に
な
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
で
推
移
す
る
と
、
数
年
後
の
進

修
同
窓
会
が
ど
う
な
る
か
は
、
火
を
見
る
よ

り
明
ら
か
で
す
。

年
会
費
納
付
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

住
所
不
明
者
が
多
い
こ
と
に
も
起
因
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
３
分
の
１
も
が
住
所
不
明

と
い
う
年
次
も
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
本
部
で
は
、
何
万
人
も
の
会
員
デ
ー

タ
を
管
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
卒
業
生
名
簿

の
作
成
を
委
託
し
て
い
る
名
簿
専
門
業
者
「
サ

ラ
ト
」
に
名
簿
管
理
一
切
を
任
せ
て
お
り
ま

す
が
、
同
社
の
デ
ー
タ
と
進
修
同
窓
会
各
支

部
で
更
新
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
と
の
連
携
が
、

喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
の
会
報
に
は
、
サ
ラ
ト
か
ら
の
、
住
所

不
明
者
に
係
る
情
報
提
供
の
依
頼
が
同
封
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
年
会
費
の
納
付
と
合
わ

せ
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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副
校
長　
　
日
向　
久
（
高
36
回
）

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
発
展
の
た

め
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
い
副

校
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
日
向
と
申
し
ま
す
。
土

浦
一
高
は
、
民
間
人
校
長
を
迎
え
、
附
属
中
も
３
年

目
と
な
り
、
来
年
度
に
は
内
進
生
と
高
入
生
が
併
存

し
て
高
校
１
年
生
を
構
成
す
る
と
い
う
、
大
き
な
転
換
期
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。

良
き
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
土
浦
一
高
を
模
索
し
、
更
な
る
発

展
の
た
め
、
精
一
杯
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
申
し
上
げ
ま
す
。

全
日
制
教
頭　
　
浅
野　
周
一
（
高
38
回
）

　

私
は
本
校
の
生
徒
の
時
、
一
高
祭
で
３
年
間
と
も

リ
ア
リ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。
い
か

に
担
任
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
す
る
か
が
私
に
と
っ
て
の

大
事
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
教
員
と
し

て
一
高
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
コ

ン
テ
ス
ト
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
淋
し
さ
と
同
時
に

安
堵
感
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
担
任
、学
年
主
任
、教
務
主
任
を
経
て
、

今
年
か
ら
教
頭
を
仰
せ
付
か
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
テ
ー
マ
も
昔
と
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
し
て
現
場
の
教
職
員
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
す
る
か
。
土
浦

一
高
が
生
徒
も
教
職
員
も
輝
く
学
校
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

定
時
制
教
頭　
　
慶
野　
清
貴

　

本
校
定
時
制
教
頭
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た

慶
野
と
申
し
ま
す
。「
自
主
」「
協
同
」「
責
任
」
の

校
訓
の
下
、
一
高
ス
タ
イ
ル
で
勉
強
や
部
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
生
徒
の
姿
は
眩
し
く
映
り

ま
す
。

　

学
校
は
知
識
を
得
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
友

情
な
ど
を
育
む
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
土
浦
一
高
が
、
そ
の
両
方
の

面
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
あ

る
土
浦
一
高
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

本
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長
あ
い
さ
つ校　

長　

プ
ラ
ニ
ク
・
ヨ
ゲ
ン
ド
ラ

ナ
マ
ス
テ
！
︵
こ
ん
に
ち
は
︶
今
年
度
か
ら
皆
様
の

母
校
で
あ
る
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高
等
学
校
・
附
属
中

学
校
の
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
「
よ
ぎ
︵
プ
ラ
ニ
ク
・

ヨ
ゲ
ン
ド
ラ
︶」
で
す
。
本
校
の
校
長
と
し
て
頑
張
る
覚

悟
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
本
校

の
様
々
な
活
動
に
お
い
て
同
窓
会
の
皆
様
に
は
色
々
な

形
で
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

先
ず
は
、
本
校
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
全
日
制

で
は
、
４
月
に
６
組
240
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
３
年
間
を
抜
け
、
学
校
生
活
が
ほ
ぼ

通
常
の
形
に
戻
り
、
学
校
全
体
が
活
気
に
満
ち
始
め
て

い
ま
す
。
生
徒
の
成
績
が
安
定
し
て
お
り
、
部
活
動
で

の
活
躍
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
運
動
部
で
は
、
水
泳
飛
込

は
国
体
出
場
。
棒
高
跳
び
と
砲
丸
投
げ
と
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
部
男
子
団
体
と
ヨ
ッ
ト
部
は
関
東
大
会
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
野
球
部
は
夏
の
甲
子
園
県
大
会
２
回
戦
ま

で
進
み
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
、
囲
碁
︵
１
・
３
年
生
︶

は
県
大
会
優
勝
を
経
て
全
国
大
会
出
場
、
美
術
部
は
県

知
事
賞
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
で

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を
受
賞
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
短
期
留
学
す
る

生
徒
も
い
ま
す
。

定
時
制
で
す
が
、
４
月
に
24
名
の
入
学
生
を
迎
え
、
全

生
徒
85
名
で
令
和
５
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、
日
々
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。「
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ︵
運

動
大
会
︶」
で
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
フ
ッ
ト
サ
ル
や
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
実
施
し
、
運
動
の
得
意
不
得
意
に
関

わ
ら
ず
生
徒
全
員
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８

月
の
定
通
全
国
大
会
に
お
い
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
は
第
３
位
入
賞
、
陸
上
部
男
子
３
０
０
０

ｍ
障
害
は
第
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
入
賞
し
た
の
は
、
平
成
25
年
度
以
降
10
年
ぶ
り
の
快

挙
に
な
り
ま
す
。
進
路
に
関
し
て
は
、
就
職
を
希
望
す

る
卒
業
予
定
生
徒
の
全
員
が
内
定
を
得
ま
し
た
。
業
種

は
、
鉄
道
や
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
関
係
と
幅
広
い
で
す
。

附
属
中
学
校
で
す
が
、
４
月
に
３
学
年
240
名
が
揃
い
ま

し
た
。
学
習
面
で
は
、
１
人
１
台
端
末
を
効
果
的
に
活

用
し
、
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動

で
は
、
陸
上
競
技
部
100
ｍ
は
関
東
大
会
出
場
、
そ
の
他

の
部
活
動
も
県
南
大
会
や
県
大
会
へ
と
駒
を
進
め
、
年
々

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
文
化
活
動
で
は
、
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
茨
城
県
大
会

知
事
賞
、
高
円
宮
杯
全
国
中
学
英
語
弁
論
大
会
茨
城
県

大
会
で
読
売
新
聞
水
戸
支
局
長
賞
を
受
賞
、
ワ
ー
ル
ド
・

ス
カ
ラ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
大
会
で
３
年
女
子
が
米
国
イ
エ
ー

ル
大
学
で
開
催
さ
れ
る
世
界
決
勝
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
末
に
は
３
年
生
が
海
外
希
望
研
修

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
、
身
に
付
け
て
き
た
英
語

力
を
試
し
ま
す
。

６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
一
高
祭
で
は
、
全
日
制
と
附

属
中
全
学
年
が
揃
っ
て
参
加
、
４
年
振
り
に
、
制
限
な

し
で
の
一
般
公
開
と
な
り
、
来
場
者
数
は
史
上
最
高
の

８
０
７
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
に
実
施
さ
れ
た
一

高
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
中
高
生
が
一
緒
に
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
に
思
い
切
り
汗
を
流
し
、
気
持
ち
の
良
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
10
月
の
半
ば
に
行
わ
れ
た
「
歩

く
会
」
で
は
、
霞
ヶ
浦
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
美
し
い
湖

畔
を
巡
り
、
高
校
生
は
約
24
キ
ロ
、
付
属
中
生
は
約
20

キ
ロ
の
道
の
り
を
、
互
い
を
励
ま
し
合
い
友
情
を
深
め

な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

私
は
「
志
の
み
持
参
」
と
い
う
言
葉
を
経
営
及
び
教

育
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
志
に
は
、
あ
る
方
向
を
目

指
す
強
い
気
持
ち
、
ま
た
は
相
手
の
た
め
を
思
う
厚
意

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
全
生
徒
に
こ
の
言
葉
を
胸

に
刻
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
同
窓
会
の
皆

様
と
も
一
緒
に
出
来
る
こ
と
を
探
り
、
本
校
の
更
な
る

飛
躍
に
向
け
て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
も
全
力
で
本
校
の
発
展
の
た
め
に
努
力
を

尽
く
し
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
職
員
紹
介
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定
期
総
会
４
年
ぶ
り
開
催

　

去
る
４
月
29
日
︵
土
︶
に
、
令
和

５
年
度
進
修
同
窓
会
定
期
総
会
が
、

母
校
体
育
館
に
お
い
て
、
周
年
祝
賀

卒
業
生
等
を
含
む
約
240
名
の
出
席
を

得
て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

冒
頭
で
、
応
援
指
導
部
の
リ
ー
ド

の
も
と
、
吹
奏
楽
部
・
弦
楽
部
の
伴

奏
に
合
わ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
久
し
く
歌

う
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
校
歌
を
、

参
加
者
全
員
で
声
い
高
ら
か
に
斉
唱

し
ま
し
た
。
物
故
者
会
員
に
対
す
る

黙
祷
後
、
大
野
金
一
進
修
同
窓
会
会

長
︵
高
８
回
︶
及
び
プ
ラ
ニ
ク
・
ヨ

ゲ
ン
ド
ラ
校
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
・
別
途
積
立
金

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
続
い
て
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算

案
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
次
年

度
以
降
の
総
会
日
も
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
澤

斉
前
校
長
︵
高
33
回
︶
に
対
し
て
、

大
野
会
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

に
亘
り
中
断
し
て
い
た
生
徒
海
外
研

修
︵Science Explorers Group

、

参
加
者
：
生
徒
36
名
・
引
率
教
員
３

名
、
期
間
：
２
０
２
３
年
３
月
19
日

～
27
日
︶、
訪
問
地
：
ワ
シ
ン
ト
ン

D. 

C.
・
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

に
参
加
し
た
生
徒
の
代
表
か
ら
、
本

校
出
身
の
宇
宙
飛
行
士
、
諏
訪
理
氏

︵
高
47
回
︶
と
の
交
流
を
ま
じ
え
た

参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
都
度
徹

底
し
て
住
所
を
調
べ
た
の
で
、
進
修

同
窓
会
名
簿
の
「
住
所
不
明
者
」
欄

は
と
て
も
少
な
い
状
態
を
保
っ
て
お

り
ま
す
。
で
も
そ
の
結
果
「
物
故

者
」
の
人
数
が
増
え
て
し
ま
い
、
同

級
生
を
心
配
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す 

が
…
…
。

　

15
回
生
の
高
校
入
学
は
昭
和
35
年

４
月
、
女
子
は
370
数
名
中
た
っ
た
12

名
︵
卒
業
時
は
14
名
︶
で
し
た
か
ら
、

遠
慮
が
ち
に
過
ご
し
て
お
り　
　

ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
度
だ
け
女
子

の
３
学
年
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
出
来
た
こ
と
で
、
小
さ
な
幸

せ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
体
育
の
授
業

中
に
は
出
番
が
無
く
、
同
学
年
の
女

子
が
本
気
で
活
き
活
き
と
運
動
し
て

い
る
姿
を
見
る
の
は
初
め
て
な
の

で
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
に
驚
き
感

動
致
し
ま
し
た
。

　

在
学
中
の
思
い
出
の
中
で
一
番
貴

重
に
感
じ
て
い
る
の
は
、
国
指
定
重

成
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
同
会
場
で
、
卒
業
周

年
祝
賀
式
が
執
り
行
わ
れ
祝
辞
を
髙

橋
信
子
氏
︵
高
26
回
︶
が
、
謝
辞
を

井
坂
公
明
氏
︵
高
25
回
︶
が
、
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
式
終
了
後
、
各
祝
賀
学
年
の

懇
親
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
テ
ル
マ
ロ

ウ
ド
筑
波
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

に
移
動
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、「
卒
業
40
周
年
」
は
別
時
期
に

既
に
開
催
済
み
、「
卒
業
60
周
年
」

は
感
染
を
懸
念
し
、
懇
親
会
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。

卒
業
60
周
年
記
念
同
窓
会

　
　
　
　

高
15
回　
野
村　
ル
ナ

　

４
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
進
修
同

窓
会
総
会
並
び
に
卒
業
周
年
記
念
祝

賀
式
に
、
15
回
卒
業
生
は
60
周
年
記

念
と
し
て
お
招
き
頂
き
、
祝
辞
と
記

念
品
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
本
来

な
ら
ば
こ
の
祝
賀
式
に
大
勢
の
同
級

生
と
共
に
出
席
し
、
学
年
同
窓
会
も

盛
大
に
開
催
す
る
は
ず
で
し
た
。
し

か
し
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
心
配
が
拭

え
切
れ
ず
、
祝
賀
式
に
は
学
年
幹
事

12
名
が
代
表
で
出
席
し
て
、
学
年
同

窓
会
は
残
念
な
が
ら
延
期
致
し
ま
し

た
。
実
は
２
０
２
０
年
10
月
に
予
定

し
て
い
た
学
年
同
窓
会
を
コ
ロ
ナ
の

た
め
中
止
し
た
の
で
、
今
回
の
「
延

期
」
決
断
は
大
変
辛
く
悩
み
ま
し
た

が
、
昨
年
12
月
に
大
事
を
と
っ
て
全

員
に
通
知
し
た
の
で
す
。

　

私
達
15
回
生
は
卒
業
以
来
驚
異
的

な
14
回
の
学
年
会
︵
主
に
５
年
毎
の

同
窓
会
︶
を
開
催
し
旧
交
を
温
め
て

要
文
化
財
で
あ
る
旧
本
館
を
普
通
の

教
室
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
で
す
。

　

土
足
で
上
が
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

た
旧
本
館
に
は
昇
降
口
が
無
く
、
廊

下
に
置
い
て
あ
っ
た
下
駄
箱
に
靴
を

入
れ
て
上
履
き
に
履
き
替
え
ま
し

た
。
教
室
の
大
き
な
扉
。
机
と
椅
子

が
繋
が
っ
た
落
書
き
だ
ら
け
の
木
製

の
黒
い
座
席
。
上
げ
下
げ
窓
の
ガ
ラ

ス
が
デ
コ
ボ
コ
で
、
景
色
が
歪
ん
で

見
え
た
の
も
懐
か
し
い
で
す
。
床
の

す
き
間
が
大
き
か
っ
た
か
ら
、
掃
き

掃
除
の
小
さ
な
ゴ
ミ
は
そ
の
す
き
間

に
落
と
し
ま
し
た
。
長
い
間
に
床
下

に
は
ど
ん
な
落
と
し
物
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
想
像
は
膨
ら
み
ま
す
。

時
々
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
で
旧
本
館

の
教
室
や
廊
下
が
写
る
と
懐
か
し
く

思
い
出
し
、
60
年
経
っ
た
今
で
も
胸

が
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
し
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
土
浦
一

高
と
進
修
同
窓
会
の
ご
発
展
を
お
祈

り
し
、
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
開
催

を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

　
　

高
25
回　
豊
崎　
利
明

　

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威
で

会
合
は
も
ち
ろ
ん
外
出
す
ら
控
え
る

状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
何
度
か

の
予
防
接
種
を
経
て
徐
々
に
お
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
、
や
っ
と
４
年
ぶ

り
に
直
接
対
面
の
総
会
・
祝
賀
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
50
周
年
同

窓
会
も
懇
親
会
の
是
非
か
ら
話
し
合

い
が
始
ま
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
中

止
も
視
野
に
入
れ
て
準
備
し
て
参
り

ま
し
た
。

  

幸
い
に
も
何
事
も
な
く
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
式
も
簡
素
化

し
、
謝
辞
は
我
々
50
周
年
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
大
役
を
井
坂
公
明

君
が
長
年
記
者
と
し
て
鍛
え
上
げ
ら

れ
た
筆
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
半
世
紀

を
総
括
し
ま
し
た
。
一
部
紹
介
し
ま

す
と
先
進
国
の
中
で
日
本
は
教
育
予

算
が
少
な
い
こ
と
を
挙
げ
、「
若
い

世
代
に
希
望
の
持
て
る
形
で
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
く
に
は
予
算
が
少
な
い

中
で
も
教
育
に
優
先
的
に
お
金
を
振

り
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
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べ
ま
し
た
。
ま
さ
に
同
感
で
す
。
式

に
は
79
名
、
懇
親
会
に
は
63
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
81
名
か
ら
近
況

報
告
を
頂
き
、
参
加
者
に
配
付
し
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
恩
師
の
下
代
恒

夫
先
生
を
迎
え
て
盛
大
に
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
株
木
実
先
生

は
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
の
こ
と
で

欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
祝
い
の
温

か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

長
く
勤
め
た
仕
事
に
も
一
区
切
り
つ

い
た
年
代
で
も
あ
り
、
遠
く
か
ら
今

回
初
め
て
参
加
し
た
者
も
い
ま
し

た
。
す
っ
か
り
風
貌
も
変
わ
り
、
胸

の
名
札
を
頼
り
に
昔
の
面
影
を
思
い

出
し
な
が
ら
語
り
合
う
と
一
気
に
50

年
前
の
昔
に
戻
っ
た
気
に
な
り
ま

す
。
定
年
を
過
ぎ
て
も
な
お
元
気
に

働
い
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
の
も

今
の
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
一

方
で
こ
の
10
年
で
亡
く
な
る
者
も
増

え
、
さ
ら
に
予
測
不
能
な
こ
の
時
代

に
元
気
に
会
え
る
の
も
今
回
限
り
か

も
知
れ
な
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
こ

の
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
終
わ
っ
て

み
る
と
あ
り
が
と
う
と
喜
ん
で
帰
る

姿
に
発
起
人
の
一
人
と
し
て
報
わ
れ

た
思
い
で
す
。
最
後
に
何
度
も
準
備

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
発
起
人

の
方
々
、
特
に
写
真
撮
影
や
宴
会
の

準
備
等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
矢

口
孝
夫
君
、
稲
田
成
実
君
に
感
謝 

し
、
卒
業
50
周
年
同
窓
会
の
報
告
と

し
ま
す
。

卒
業
40
周
年
記
念
同
窓
会

　
　

高
35
回　
塚
本　
一
也

　

令
和
５
年
４
月
29
日
開
催
の
進
修

な
り
ま
す
。
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、

着
席
で
の
飲
食
の
方
が
楽
だ
と
い
う

感
想
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、連
絡
方
法
に
S
N
S
を
使
用

し
通
信
費
を
節
約
し
た
り
、
米
国
か

ら
W
E
B
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、

い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
も
採
用

し
ま
し
た
。
次
回
ま
で
健
康
で
い
よ

う
、
と
再
会
を
約
束
し
散
会
い
た
し

ま
し
た
。

卒
業
25
周
年
を
迎
え
て

　
　

高
50
回　
小
池　
利
明

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
に
至
っ
て

は
、
再
会
の
季
節
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
25
周

年
を
迎
え
、
２
０
２
３
年
４
月
29
日
、

90
名
を
超
す
同
級
生
と
９
名
の
恩
師

が
、
定
期
総
会
後
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
東
雲
で
行
わ
れ
た
同
窓
会
に
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
同
窓
会
の
準
備
は
１
年
ほ
ど

前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
15

周
年
の
時
に
作
っ
たFacebook

の
ペ
ー
ジ
は
現
在
も
生
き
て
お 

り
、Facebook

で
の
告
知
、Google 

Form
s

を
用
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
回
収
、
ハ
ガ
キ
を
使
っ
た
連
絡
と

色
々
な
手
段
で
同
窓
生
と
の
「
つ
な

が
り
」
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
集
め
た
「
つ
な
が
り
」
で
す
の

で
、
次
の
40
周
年
ま
で
「
つ
な
が
り
」

を
保
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
最
終
的
な
ハ
ガ
キ
で
の
連
絡

で
は
、
残
念
な
が
ら
連
絡
の
つ
か
な

い
同
級
生
が
38
名
ほ
ど
お
り
ま
し

た
。

同
窓
会
総
会
は
、
私
達
に
と
っ
て 

２
回
目
の
周
年
記
念
同
窓
会
の
日
で

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、
人
類
を

恐
怖
に
陥
れ
て
か
ら
、
早
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
の

生
活
習
慣
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
人
の
移
動
や
集
会
に
制
限
が

か
け
ら
れ
、
特
に
飲
食
の
伴
う
パ
ー

テ
ィ
ー
は
ご
法
度
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
拡
大
が
収
束
す
る
か
と
思
い
き

や
、
新
種
の
ウ
ィ
ル
ス
が
広
ま
り
、

再
び
行
動
制
限
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
繰
り
返
し
が
続
い
て
い
る

最
中
の
、
令
和
４
年
７
月
に
学
年
の

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
今
の
調
子
で
い
く
と
、
年
末
年

始
に
向
け
て
再
び
感
染
者
数
が
増
え

て
い
き
、
４
月
の
段
階
で
ど
う
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
は
予
測
が
つ

か
な
い
」
と
い
う
一
同
の
意
見
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
感
染
者
数
が
下
火
と

な
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
先
行
し

て
同
窓
会
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
の

が
幹
事
団
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
３
カ
月
か
け
て
準
備
を

し
、
令
和
４
年
10
月
９
日
に
土
浦
市

の
ロ
ー
ブ
に
お
い
て
、
40
周
年
記
念

同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
席
者
は
68
名
、
恩
師
の
先

生
方
は
５
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
教
訓
と
し
て
、
当
初
は
感

染
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
た

円
卓
で
の
着
席
・
個
別
配
膳
方
式
が
、

実
は
非
常
に
好
評
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
私
達
も
卒
業

40
周
年
を
迎
え
、
間
も
な
く
還
暦
と

　

今
回
の
同
窓
会
で
は
、
茨
城
の
特

産
品
を
お
土
産
で
持
っ
て
帰
っ
て
も

ら
う
企
画
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
分

の
お
土
産
の
用
意
を
し
て
く
れ
た
平

島
夫
妻
に
は
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
予
定
し
て
い
た
３
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
事
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
お
土
産
が
う
れ

し
か
っ
た
」
と
い
う
声
や
「
も
っ
と

時
間
が
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
こ
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
の
１
カ
月
前
、

W
B
C
の
感
動
で
日
本
中
が
沸
き
ま

し
た
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
の
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
統
率
力
、
N
P
B
で

の
経
験
の
な
い
ヌ
ー
ト
バ
ー
選
手
を

受
け
入
れ
る
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
、
村

上
選
手
の
復
活
劇
、
大
谷
選
手
の
気

迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
、
そ
し
て
、
選

手
を
信
じ
続
け
た
栗
山
監
督
の
信

念
。
途
中
招
集
の
山
崎
選
手
以
外
は

全
員
が
出
場
す
る
と
い
う
チ
ー
ム
戦

で
世
界
一
に
輝
き
ま
し
た
。
数
々
の

ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
2
週

間
で
し
た
。

　

同
窓
会
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

同
級
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属

組
織
で
中
心
と
な
っ
て
大
い
に
活

躍
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
活
躍
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

海
外
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
土

浦
一
高
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
ら
、

W
B
C
の
日
本
代
表
以
上
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
、
世
の
中
を
大

き
く
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
同
窓

会
で
は
、
そ
れ
く
ら
い
、
本
校
卒
業

生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
実
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
が
生
み
出
さ

れ
、
色
々
な
も
の
を
A
I
で
行
う
時

代
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
人
が
行
う

こ
と
の
価
値
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
高
50
回
生
は
、
諸
先

輩
の
作
ら
れ
た
土
浦
一
高
を
発
展
さ

せ
日
本
を
支
え
る
人
材
で
あ
る
と
確

信
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
土
浦
第
一
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ま
い
ま
し
た
。
先
生
は
こ
う
話
さ
れ

ま
し
た
。「
定
時
制
は
苦
し
い
か
ら

と
逃
げ
よ
う
と
す
る
な
。
ど
ん
な
に

苦
し
く
て
も
逃
げ
な
い
で
頑
張
る
ん

だ
よ
」
と
。
何
年
た
っ
て
も
忘
れ
ら

れ
な
い
言
葉
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
慈
愛
に
満

ち
た
ご
指
導
や
励
ま
し
が
あ
っ
て
こ

そ
、
と
深
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
つ
ら
い
こ
と

困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
頑
張
っ

て
卒
業
の
栄
冠
を
手
に
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
皆
様
の
前
に
新
し
い

世
界
が
広
が
り
、「
愛
」
と
「
希
望
」

が
達
成
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
努
力
を

心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
間
も
な
く
傘
寿
を
迎
え
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
平
和
で

あ
っ
た
こ
と
、
経
済
も
概
ね
良
好
で

あ
っ
た
こ
と
、
良
き
師
良
き
友
に
も

出
会
え
た
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
余
生
は
、
健
康
に

留
意
し
、
地
域
活
動
に
ま
た
趣
味
な

ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
界
さ

れ
た
恩
師
お
よ
び
同
期
生
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
す
と
共
に
、
土
浦
一
高
・

附
属
中
学
校
と
進
修
同
窓
会
の
一
層

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
結

び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
後
輩
の
皆
様
の
た
め
に
何

か
お
役
に
立
ち
た
い
と
、
定
時
制
部

会
の
監
事
と
進
修
同
窓
会
の
副
会
長

と
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
及

ば
ず
乍
ら
、
こ
れ
か
ら
も
本
校
の
充

実
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
一
高
の
授
業
に
遅
れ
な
い
よ
う

に
」
と
職
員
の
皆
様
が
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
学
校

に
行
け
ば
仲
間
に
会
え
る
、
部
活
が

出
来
る
、
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
、
勉

強
が
で
き
る
、
こ
の
こ
と
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
一
校
時
が
終

わ
っ
た
後
に
頂
く
、
脱
脂
粉
乳
と

コ
ッ
ペ
パ
ン
は
、
仕
事
に
疲
れ
た
身

体
に
真
に
染
み
渡
り
ま
し
た
。
授
業

終
了
後
は
部
活
に
汗
を
流
し
、
帰
宅

は
い
つ
も
11
時
頃
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
先
生
方
を
思

い
出
し
て
み
ま
す
と
、
威
厳
の
あ
り

ま
し
た
山
本
英
校
長
、
職
員
を
毎
年

自
宅
へ
招
き
食
事
会
を
楽
し
ま
れ
た

清
水
繁
次
郎
教
頭
、
教
務
主
任
で
あ

り
数
学
の
土
井
鱗
助
先
生
。
英
語
の

稲
吉
一
雄
先
生
は
、
演
劇
部
の
顧
問

を
も
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
人

前
で
話
す
の
が
苦
手
で
し
た
の
で
、

克
服
す
る
た
め
に
演
劇
部
へ
入
り
ま

し
た
。
毎
年
演
目
が
違
い
ま
す
の
で
、

舞
台
作
り
は
大
変
で
し
た
。
数
学
の

土
井
先
生
の
授
業
で
は
、
進
学
校
で

使
っ
て
い
る
教
科
書
と
同
じ
で
し
た

の
で
、
理
解
出
来
る
よ
う
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
授
業
は
休
ん
で
は
だ
め

だ
よ
、
授
業
に
も
っ
と
集
中
し
て
ご

ら
ん
」。
先
生
の
授
業
は
、
厳
し
さ

の
中
に
も
い
つ
も
笑
い
が
絶
え
ず
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
授
業
が

あ
り
ま
し
た
。
国
語
の
中
川
哲
先
生

の
現
代
文
で
す
。
そ
の
授
業
で
は
島

崎
藤
村
の
「
若
菜
集
」
を
教
壇
に
立

つ
な
り
読
み
始
め
ま
す
、
生
徒
は
、

す
っ
か
り
藤
村
の
世
界
に
入
っ
て
し

自
身
を
振
り
返
り
、
更
な
る
努
力
を

重
ね
よ
う
と
胸
に
秘
め
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
同
窓
会
に
て
嬉
し

い
再
会
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
学
入

学
後
か
ら
中
々
会
え
て
い
な
か
っ
た

友
人
と
、
今
回
を
機
に
ま
た
新
た
に

交
流
を
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
息
子

を
連
れ
て
そ
の
友
人
の
ご
実
家
に
遊

び
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
久

し
ぶ
り
に
食
事
に
行
っ
た
り
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
人
に
な
る
と
、
心
動
か
さ
れ
る

よ
う
な
瞬
間
は
少
な
く
な
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
今
回
の
会
が
皆
様
に

と
っ
て
そ
の
よ
う
な
機
会
で
あ
っ
た

な
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
土
浦
第
一

高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
及
び
進
修

同
窓
会
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
60
周
年
を
迎
え
て

　

定
時
制
13
回　
貝
塚　
勇

　

私
達
は
、
昭
和
35
年
春
、
80
名
が
、

一
抹
の
不
安
を
抱
き
乍
ら
、
志
を

持
っ
て
入
学
し
、
昭
和
39
年
春
の
卒

業
時
に
は
47
名
で
し
た
。
当
時
の
社

会
情
勢
は
厳
し
か
っ
た
の
か
と
思
い

ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
た
私
は
、
家
庭
の

事
情
を
考
え
、
教
頭
先
生
の
勧
め
で

働
き
な
が
ら
学
べ
る
土
浦
一
高
定
時

制
を
選
び
、
働
き
先
は
荒
川
沖
小
学

校
の
臨
時
事
務
職
員
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
仕
事
は
ガ
リ
版
印
刷
で
、
毎

日
６
０
０
～
１
０
０
０
枚
の
印
刷
を

何
と
か
こ
な
し
ま
し
た
。

し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
私
は
、
仕
事
に
邁
進
、
余
暇
で

は
趣
味
の
マ
ラ
ソ
ン
に
も
励
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し

た
日
々
が
送
れ
る
の
も
、
土
浦
第
一

高
等
学
校
で
の
学
び
が
基
盤
と
な
っ

て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
学
校
を
卒
業

し
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
月
日
が
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
卒
業
し
て
か
ら
早
15
年
。

卒
業
15
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
去
る

４
月
29
日
、
土
浦
第
一
高
等
学
校
の

体
育
館
で
進
修
同
窓
会
総
会
・
周
年

祝
賀
式
、
場
所
を
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑

波
に
移
し
、卒
業
15
周
年
祝
賀
会
︵
以

下
同
窓
会
︶
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
に
は
第
60
回
卒
業
生
、
先

生
方
含
め
100
名
以
上
が
ご
参
加
く
だ

さ
り
、
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い

当
時
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
ま
し
た
。

共
に
開
催
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
３

人
の
友
人
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ

ま
せ
ん
。
幹
事
と
い
う
大
役
を
任
さ

れ
、
至
ら
ぬ
部
分
も
多
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
沢
山
の
方
々
に
助
け

ら
れ
開
催
で
き
た
こ
と
を
こ
こ
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
授
業
の
こ
と
、
試

験
の
こ
と
、
部
活
動
の
こ
と
、
当
時

の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
ど
ん
な

日
常
の
瞬
間
も
、
私
た
ち
の
青
春
時

代
の
一
部
と
し
て
特
別
な
時
間
だ
っ

た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

15
年
前
、
私
た
ち
は
学
び
、
成
長

し
、
夢
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
夢
を
叶
え
た
友
人
、
新
た

な
夢
を
追
っ
て
い
る
友
人
、
皆
が
そ

れ
ぞ
れ
の
道
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

見
て
、
感
慨
深
さ
を
覚
え
る
と
共
に

高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
及
び
進
修

同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

卒
業
15
周
年
記
念
同
窓
会

高
60
回　
長
谷　
龍
骨

　

残
暑
厳
し
い
中
、
こ
の
文
章
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
寒
さ
が

感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て
い
る
か

と
想
像
し
な
が
ら
、
こ
の
寄
稿
文
を

書
い
て
お
り
ま
す
。

　

進
修
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
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大
学
卒
業
後
、
新
採
で
保
健
体
育

科
︵
以
下
「
体
育
科
」︶
教
員
と
し

て
母
校
の
土
浦
一
高
に
奉
職
、
17
年

間
を
振
り
返
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。
当
時
の
体
育
科
は
、
冨
田
昇
・

入
江
信
太
郎
・
矢
口
四
郎
・
中
山
守

の
各
教
諭
と
吉
田
久
子
養
護
教
諭
と

の
５
名
の
恩
師
に
囲
ま
れ
て
の
勤
務

で
、
２
年
間
は
、
通
信
制
課
程
と
の

兼
任
で
し
た
。

  

体
育
科
の
授
業
は
、
年
間
を
通
し

て
球
技
中
心
で
、
屋
外
で
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︵
９
人
制
︶、

屋
内
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一

面
で
１
チ
ー
ム
８
～
10
名
ぐ
ら
い
編

成
で
実
施
し
て
い
て
、
女
子
は
ク
ラ

ス
３
～
５
名
で
、
卓
球
か
パ
ン
ポ
ン

し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
必
修
種

目
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
柔
道
・
剣

道
が
加
わ
り
ま
し
た
。

  

工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
特
色
あ
る
実
技
種
目
は
、

　

一
高
体
操
：
他
校
に
は
無
い
本
校

　

パ
ン
ポ
ン
：
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

ボ
ー
ル
使
っ
て
、
ベ
ニ
ヤ
板
を
Ｂ
４

判
大
に
切
り
取
り
ラ
ケ
ッ
ト
と
し

て
用
い
、
コ
ー
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
コ
ー
ト
大
、
ネ
ッ
ト
は
40
㎝
高
さ

の
木
製
手
作
り
仕
切
り
で
代
用
し
ま

す
。
ル
ー
ル
は
卓
球
に
同
じ
で
、
入

江
先
生
の
考
案
で
し
た
。

  

水
泳
教
室
：
25
ｍ
を
泳
げ
な
い
生

徒
に
、
在
学
中
に
完
泳
さ
せ
る
た
め

に
、「
夏
休
み
特
別
教
室
」
と
し
て

５
日
間
行
っ
て
い
ま
し
た
。
後
に
３

日
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。︵
殆
ど
が

第
１
学
年
で
完
泳
の
成
果
を
挙
げ

た
。︶

　

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
︵
昭
和
24
年

か
ら
続
い
て
い
た
︶
： 

本
校
～
藤
沢

八
坂
神
社
間
往
復
12
㎞
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
国
道 

125
号
バ
イ
パ
ス
工

事
が
入
り
通
行
不
能
と
な
っ
た
た
め

コ
ー
ス
を
変
更
し
、  

本
校
～
神
立
駅

間
往
復
11
㎞
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、

神
立
の
タ
キ
ロ
ン
工
場
発
着
で
、
付

近
の
８
㎞
周
回
コ
ー
ス
で
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
道
路
事
情
が
厳

し
く
、
コ
ー
ス
設
定
が
次
第
に
困
難

に
な
り
、
歩
く
会
に
変
更
し
、
担
当

教
諭
で
、
筑
波
風
返
し
～
パ
ー
プ
ル

ラ
イ
ン
～
学
校
ま
で
の
コ
ー
ス
設
定

に
至
る
ま
で
に
は
、
夜
を
徹
し
て
実

踏
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

  

ス
キ
ー
教
室
： 
冬
休
み
を
利
用
し

て
、
希
望
者
を
募
り
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
菅
平
ス
キ
ー
場
・
尾
瀬
岩

鞍
ス
キ
ー
場
な
ど
で
す
。
バ
ッ
ジ
テ

ス
ト
︵
１
級
白
・
２
級
青
・
３
級
黄
・

４
級
緑
・
５
級
赤
︶
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
祭
：
学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗
を

中
心
と
た
運
動
会
で
、
や
が
て
、
生

徒
が
企
画
・
運
営
す
る
「
一
高
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」、「
一
高
祭
」
へ
と
移
行

し
て
い
き
ま
し
た
。

独
自
の
も
の
と
し
て
、入
江
先
生
︵
昭

和
29
年
制
定
︶
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
式
体
操
を
基
に
し
た
、

誘
導
振
︵
腕
の
前
・
横
振
り
︶
に
始

ま
り
、
誘
導
振
に
終
わ
る
、
常
に
上

肢
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
か
し
続
け

る
、
四
部
構
成
15
の
運
動
か
ら
成
る

一
連
の
徒
手
体
操
で
す
。
こ
れ
を
覚

え
る
こ
と
か
ら
一
高
生
活
が
始
ま
り

ま
す
。︵
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
が
、
動
画
で
見
た
限
り
で
は
か
な

り
省
略
さ
れ
て
い
る
。︶

　

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
：
走
︵
３
種
目
︶

100
ｍ
・
800
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
、
跳
︵
２

種
目
︶
走
幅
跳
・
三
段
跳
、
投
︵
３

種
目
︶
砲
丸
投
︵
３
kg
︶・
円
盤
投

︵
女
子
用
ゴ
ム
製
︶・
槍
投
︵
竹
製
︶、  

懸
垂
︵
２
種
目
︶
懸
垂
屈
臂
︵
腕
︶・

懸
垂
移
行
︵
高
鉄
棒
11
間
を
ぶ
ら
下

が
っ
て
渡
る
速
さ
を
記
録
し
た
。︶

の
10
種
目
を
得
点
化
し
、
学
年
で
の

進
歩
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ル
（
土
中
球
）
：

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

４
種
目
を
混
合
し
た
ル
ー
ル
で
、
ラ

グ
ビ
ー
ゴ
ー
ル
︵
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

の
縦
バ
ー
の
仮
想
垂
直
線
を
延
長
し

た
。︶
を
用
い
、
ボ
ー
ル
は
ゴ
ム
製

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
︵
後
に
、
不
規
則
バ

ウ
ン
ド
を
求
め
て
ゴ
ム
製
の
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
。︶

を
使
い
ま
し
た
。

  

体
育
施
設
が
十
分
に
は
整
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
鉄
棒
・
砂
場
・
球

技
用
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
・
パ
ン
ポ
ン

用
仕
切
り
︵
ネ
ッ
ト
で
代
用
し
た
。︶

等
を
手
作
り
し
て
い
た
た
め
、
体
育

科
は
「
何
屋
さ
ん
？
」
と
揶
揄
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

  

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
が
未
普
及

の
た
め
、
書
類
作
成
は
、
全
て
ガ
リ

版
印
刷
で
、
ソ
ロ
バ
ン
全
盛
で
し
た
。

前
述
の
一
高
体
操
の
図
解
・
教
材
の

ル
ー
ル
説
明
・
テ
ス
ト
問
題
・
学
校

行
事
資
料
等
々
の
作
成
に
は
、
時
間

的
に
も
随
分
と
労
力
が
費
や
さ
れ
ま

し
た
。

　

関
係
し
た
部
活
動
顧
問
︵
顧
問
の

転
勤
に
よ
り
受
け
持
っ
た
り
、
臨
時

に
担
当
し
た
り
し
た
顧
問
も
含
む
。︶

体
操
部
：
器
械
体
操
を
学
生
時
代
よ

り
専
門
と
し
て
い
た
関
係
で
指
導
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
生
徒
た
ち

は
県
南
大
会
・
県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

水
泳
部
：
県
大
会
・
関
東
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
：
受
験
間
近
い
３
年
生

が
、
10
月
の
県
大
会
ま
で
出
場
し
た
、

逞
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

山
岳
部

一
高
に
決
ま
る
ま
で

　

就
職
先
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
父
親

の
理
容
業
の
後
を
継
ご
う
と
覚
悟
を

決
め
て
い
た
年
度
末
ギ
リ
ギ
リ
に
、

駅
前
の
マ
ス
ゼ
ン
書
店
諏
訪
正
次
郎

先
生
か
ら
電
話
が
入
り
、
山
本
英
校

長
先
生
が
「
明
日
面
接
を
す
る
」
旨

の
内
容
で
し
た
。
八
甲
田
山
に
春
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
の
計
画
を
急
遽
キ
ャ
ン

セ
ル
し
面
接
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
新

任
と
し
て
採
用
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
新
学
期
に
出
勤
す
る
と
、
周
り

の
先
生
方
は
、
体
育
科
の
み
な
ら
ず

他
教
科
事
務
職
員
も
殆
ど
が
恩
師
で

し
た
。
通
信
制
兼
務
︵
２
年
間
契
約
︶

で
の
教
員
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

山
本
英
・
長
南
俊
雄
・
山
口
勇
吉
・

橋
本
一
郎
・
田
中
義
雄
・
遠
藤
俊
夫
、

と
第
13
代
か
ら
の
６
人
の
校
長
に
仕

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

  

昭
和
15
年
２
月
25
日
生　

東
京
都

神
田
須
田
町
出
身

  

戦
時
下
で
奈
良
・
和
歌
山
の
２
県

に
亙
り
疎
開
先
を
転
々
と
す
る

　

学
歴

　

土
浦
小
・
土
浦
一
中
・
土
浦
一
高

︵
昭
和
33
年
３
月
、
第
10
回
卒
。
３

年
生
の
夏
に
は
、
野
球
部
が
北
関
東

大
会
を
勝
ち
抜
き
甲
子
園
に
初
出
場

し
、
２
回
戦
進
出
を
果
た
し
た
学
年

で
す
。︶・
茨
城
大
学

　
職
歴

 

教
諭　

土
浦
一
高
17
年

　
　
　

 

竹
園
高
校
10
年

　
　
　

 

牛
久
栄
進
高
校
11
年

 

非
常
勤
講
師

　
　

 

土
浦
二
高
２
年

　
　

 

土
浦
工
業
高
校
３
年

保
護
司
11
年

ス
ポ
ー
ツ
関
連
資
格
等

 

公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
公
認

  

︵
財
︶
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
ス
キ
ー

コ
ー
チ
２
︵
ス
キ
ー
功
労
指
導
員
︶

　
︵
財
︶
日
本
テ
ニ
ス
協
会　

テ
ニ

ス
コ
ー
チ
２

　

N
P
O
法
人
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
公
認 

ア
ド
バ

ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
を
改
良
し
た

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

恩
師
を
訪
ね
て

丸
島 

秀
明 

先
生　
（
高
10
回
）

（
昭
和
37
年
４
月
～
昭
和
54
年
３
月　
17
年
間
在
職
）
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「
地
球
科
学
、
国
際
開
発

　
　

か
ら
宇
宙
開
発
へ
」

諏
訪　

理（
高
47
回
）

私
が
土
浦
一
高
に
入
学
し
た
の
は

１
９
９
２
年
４
月
で
し
た
。
そ
の
年

の
９
月
にN

A
SD

A

︵
現JA

X
A

︶

宇
宙
飛
行
士
、
毛
利
衛
さ
ん
が
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
」

に
搭
乗
し
、
初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
宇

宙
往
還
機
で
宇
宙
飛
行
を
し
た
日
本

人
に
な
り
ま
し
た
。
続
く
１
９
９
４

年
７
月
、
向
井
千
秋
さ
ん
が
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
で
宇

宙
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り

前
の
１
９
９
０
年
12
月
に
は
TBS
の
秋

山
豊
寛
さ
ん
が
、
ソ
連
の
ソ
ユ
ー
ズ

宇
宙
船
で
、
日
本
人
と
し
て
初
め

て
宇
宙
空
間
に
到
達
し
て
い
ま
し

た
。
私
が
高
校
に
入
学
し
た
４
月

は
、
今
も
現
役
で
日
本
の
有
人
宇
宙

開
発
を
力
強
く
牽
引
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
、
若
田
光
一
さ
ん
が
、
宇
宙

飛
行
士
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
時
で
も

あ
り
、
私
の
土
浦
一
高
時
代
は
、
ま

さ
に
日
本
の
有
人
宇
宙
開
発
の
黎
明

期
で
あ
っ
た
の
で
、
私
の
宇
宙
へ
の

興
味
は
そ
う
い
っ
た
時
代
文
脈
の
中

で
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
思

い
返
す
と
、
高
校
時
代
は
、
部
活
や

一
高
祭
な
ど
高
校
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
も
、
常
に
、「
人
生
で
何
を
す

の
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
、
高
校
卒
業
間
際
に
受
け

た
英
語
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。「
宇

宙
開
発
と
地
球
上
の
問
題
」
を
読
ん

で
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
よ
、
と

い
っ
た
内
容
で
し
た
。
宇
宙
開
発
に

巨
額
の
投
資
を
す
る
よ
り
、
そ
の
資

金
を
喫
緊
な
地
球
上
の
課
題
解
決
に

回
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く

の
人
が
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
文
章
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
解
答
は
日
本
語
で
書
き
ま
し
た

が
、
宇
宙
開
発
へ
の
投
資
は
未
来
へ

の
投
資
で
も
あ
り
、
長
期
的
な
視
座

で
は
、
地
球
上
の
問
題
解
決
と
矛
盾

し
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
を
生
意
気

に
も
書
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
実

は
、
そ
の
授
業
で
考
え
た
テ
ー
マ
は
、

自
分
の
職
業
人
生
の
テ
ー
マ
そ
の
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
最
近
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
前
職
の
世
界
銀
行
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
世
界
の
貧
困
撲
滅
と
繁
栄
の

共
有
の
促
進
で
し
た
。
簡
単
に
達
成

で
き
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
の
で

す
が
、
同
時
に
、
目
標
達
成
に
確
実

に
手
の
届
く
範
囲
に
、
我
々
は
前
進

し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
に
は
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、
特

に
脆
弱
性
・
紛
争
・
暴
力
︵
FCV
︶
の

影
響
下
に
あ
る
国
を
含
め
た
、
少
な

く
な
い
国
々
は
、
そ
の
目
標
に
到
達

す
る
た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

国
で
は
、
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
や

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
資
金
需
給

に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
︵
と
は

い
え
、
多
額
の
資
金
を
使
う
こ
と
も

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︶、
も
し

ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
的
に
考
え
る
の
な

ら
、
他
の
事
業
で
使
う
資
金
を
、
そ

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に

使
え
ば
、
少
し
は
物
事
が
好
転
す
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
も

れ
ば
い
い
の
か
？
」
と
悩
ん
で
い
た

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は

色
々
な
分
野
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
結
局
、
そ
れ
ら
は
「
地
球
科

学
」「
国
際
開
発
」「
宇
宙
開
発
」
と

い
う
、
一
見
、
そ
れ
ほ
ど
関
係
の
な

い
３
つ
の
分
野
に
収
斂
し
て
い
き
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
３
つ
の

分
野
を
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
︵
当
時
は
こ
の
言
葉
を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
︶
に
ど
う
反
映
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、
い
っ
た
い
何
か
ら

手
を
着
け
て
い
い
の
か
、
途
方
に
暮

れ
て
い
た
、
そ
ん
な
高
校
時
代
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
結
局
、
地
球
を
科

学
的
に
よ
り
良
く
理
解
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
「
地
球
科
学
」
と
い
う

分
野
を
ま
ず
勉
強
し
、
そ
れ
と
「
国

際
開
発
」
と
い
う
発
展
途
上
国
の

持
続
可
能
な
発
展
を
、
お
手
伝
い

す
る
分
野
を
繋
げ
る
努
力
か
ら
始

め
て
、「
地
球
科
学
」
と
「
国
際
開

発
」
と
の
接
点
を
常
に
意
識
す
る
仕

事
を
40
代
半
ば
ま
で
続
け
て
き
ま
し

た
︵
こ
ち
ら
の
経
緯
は
、
ご
興
味
が

あ
れ
ば
、
前
職
・
世
界
銀
行
で
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
ご
笑
覧
く
だ
さ

いhttps://w
w

w
.w

orldbank.org/
ja/new

s/feature/2016/07/07/
interview

-m
akoto_suw

a

︶。

主

に
、
防
災
や
気
候
変
動
対
策
と
い
っ

た
分
野
の
仕
事
を
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
の
国
々
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
面

白
い
仕
事
を
、
魅
力
的
な
同
僚
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
政
府
関
係
機
関
や
ア
カ
デ

ミ
ア
、
民
間
の
方
た
ち
、
国
連
や
各

国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
一
緒
に
し

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
本
当
に
幸
運
で

し
た
。
た
だ
そ
う
い
っ
た
仕
事
を
し

な
が
ら
も
、
宇
宙
へ
の
興
味
は
、
常

に
、
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
土
浦
一
高
時
代
に
受
け
た
授
業

で
、
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も

で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
と

い
っ
た
紛
争
地
の
案
件
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
地

で
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、

い
つ
も
思
い
出
す
光
景
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
、
大
学
院
博
士
課
程
修
了

後
に
、
ア
フ
リ
カ
中
央
の
ル
ワ
ン
ダ

と
い
う
小
さ
な
国
で
高
校
や
大
学
の

先
生
と
し
て
職
業
人
生
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
で
す
が
、
ル
ワ
ン
ダ
の
高

校
で
、
日
本
の
エ
ー
ス
宇
宙
飛
行

士
・
若
田
光
一
さ
ん
が
行
っ
た
「
お

も
し
ろ
宇
宙
実
験
」
の
映
像
︵
現
在

Y
outube

で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。https://w

w
w

.youtube.
com

/w
atch?v=

fyID
bH

I323Y

︶

を
生
徒
た
ち
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
れ
ま
で
に

は
、
見
た
こ
と
の
な
い
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
た
生
徒
た
ち
の
目
を
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

直
後
、
生
徒
た
ち
か
ら
発
せ
ら
れ
た

質
問
の
数
々
は
、「
宇
宙
」
の
持
つ

魅
力
そ
の
も
の
を
反
映
し
て
い
る
気

が
し
て
、
思
わ
ず
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
開
発
の
果
実
は
、
世
界
の
こ
う

い
っ
た
地
域
で
、
も
っ
と
も
っ
と

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
？
と
そ
の
時
、
強
く
思
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
、
宇
宙
飛
行
士
候
補
者

に
選
抜
し
て
い
た
だ
い
た
時
も
、
当

時
の
職
場
の
同
僚
か
ら
途
上
国
政
府

の
同
僚
か
ら
が
多
く
の
温
か
い
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
い
て
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
退
職
の
際
、
こ

の
６
月
に
就
任
し
た
ア
ジ
ェ
イ
・
バ

ン
ガ
世
界
銀
行
新
総
裁
か
ら
は
、「
国

境
を
超
え
た
問
題
、
気
候
変
動
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
け

れ
ど
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
考
え
る

上
で
、
宇
宙
の
視
点
は
き
っ
と
大
事

に
な
っ
て
く
る
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
だ
い
た
の
も
、
心
に
深
く
残

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
形
に
し
て
い

く
努
力
は
必
要
な
の
で
す
が
、「
宇

宙
開
発
」
と
は
、「
地
球
上
の
問
題

の
解
決
」
と
は
、
今
後
ま
す
ま
す
切

り
離
せ
な
い
分
野
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
、
と
思
う
と
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
そ
う
いっ
た
こ
と
を
常
に
頭
に
お
い

て
、
宇
宙
飛
行
士
︵
ま
だ
宇
宙
飛
行

士
候
補
者
と
い
う
立
場
で
す
が
︶
と

い
う
新
し
い
仕
事
に
邁
進
し
て
い
け

れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

有
人
宇
宙
開
発
は
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
地
球
低

軌
道
の
時
代
か
ら
、
月
、
そ
し
て
火

星
に
向
か
う
深
宇
宙
探
査
、
惑
星
探

査
の
時
代
に
重
心
が
移
っ
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。
他
の
天
体
を
知
る

こ
と
は
、
よ
り
よ
く
地
球
を
理
解
す

る
こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
の
で
︵
ま

さ
に
「
地
球
・
惑
星
科
学
」
の
テ
ー

マ
で
も
あ
り
ま
す
︶、
そ
う
い
っ
た

違
っ
た
観
点
か
ら
も
、「
宇
宙
開
発
」

と
「
地
球
の
問
題
解
決
」
と
の
繋
が

り
が
見
え
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
高
を
卒
業
し
て

か
ら
30
年
弱
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た

が
、
ふ
と
気
づ
い
て
み
る
と
、
一
高

時
代
、
興
味
が
あ
り
つ
つ
、
あ
ま

り
関
係
な
い
３
分
野
と
思
っ
て
い

た
「
地
球
科
学
」「
国
際
開
発
」「
宇

宙
開
発
」
に
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
機
会

を
頂
い
て
、
そ
れ
ら
が
自
分
の
職
業

人
生
の
中
で
少
し
ず
つ
、
繋
が
り
を

見
せ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
自
分

の
中
で
、
本
当
に
不
思
議
な
感
覚

で
、
ま
た
幸
運
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
の
道

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

１
９
９
５
年
１
月
、
真
鍋
の
校
舎
に

お
い
て
、
あ
の
英
語
の
授
業
で
読
ん

だ
エ
ッ
セ
ー
に
、
少
し
で
も
よ
り
説

得
力
の
あ
る
答
え
が
出
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
レ
ポ
ー
ト
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真
鍋
支
部

　

真
鍋
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間

対
面
で
の
総
会
・
懇
親
会
を
中
止
し

ま
し
た
。

　

令
和
５
年
５
月
、
４
年
振
り
に
開

催
。
欠
席
者
が
数
名
い
ま
し
た
が
、

30
歳
代
か
ら
米
寿
︵
飯
村
相
談
役
︶

ま
で
の
男
女
99
名
参
加
で
楽
し
く
集

う
事
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に

は
ご
参
加
の
高
齢
者
が
、
20
名
以
上

ご
逝
去
や
体
調
不
調
等
で
ご
欠
席
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
年
空
白
の
影
響
の

大
き
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
武
井
同
窓
会
副
会
長
、

よ
ぎ
新
校
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

又
、
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
２
期
４
年

間
に
亘
り
真
鍋
支
部
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
清
水
浩
支
部
長
︵
高
13
回
︶

が
、
支
部
役
割
の
若
返
り
を
と
強
い

ご
意
向
で
、
川
島
︵
高
13
回
︶・
小

松
崎
︵
高
14
回
︶
両
副
支
部
長
と
共

に
退
任
し
、
相
談
役
に
な
り
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
髙
山
了
︵
高
18
回
︶、

副
支
部
長
に
山
口
貴
士
︵
高
23
回
︶・

海
老
原
一
郎
︵
高
24
回
︶
両
氏
、
更

に
初
の
女
性
幹
事
と
し
て
齊
藤
憲
枝

氏
︵
高
18
回
︶
を
選
任
。
幹
事
も
全

体
で
４
名
減
の
８
名
で
全
員
が
役
割

を
担
当
。
名
前
だ
け
の
幹
事
は
な
く
、

ス
リ
ム
で
筋
肉
質
の
10
歳
程
若
い
体

制
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
築
城
３
年
、
落
城
３
日
」
と
言

わ
れ
、
ど
ん
な
組
織
で
も
明
確
な
理

席
の
前
に
開
催
。
参
加
者
は
同
窓
生

で
な
く
て
も
同
伴
者
な
ら
可
と
し

て
、
生
徒
、
同
窓
会
、
地
域
社
会
と

の
交
流
も
、
150
名
以
上
の
参
加
で
笑

い
の
多
い
会
で
し
た
。

　

評
議
員
に
よ
る
会
報
・
開
催
案
内

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
会
報
の
ネ
ッ
ト

印
刷
、
真
鍋
支
部
H
P
の
開
設
と
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
経
費
節
減
を
し
、

年
会
費
は
無
し
。
同
窓
生
間
、
学
校
・

生
徒
、
地
域
社
会
と
の
輪
が
広
が
れ

ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

会
報
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
は

H
P
で
公
開
し
て
い
ま
す
。「
土
浦

一
高　

真
鍋
支
部
」
で
検
索
し
て
ご

覧
下
さ
い
。

尚
、
来
年
は
令
和
６
年
５
月
12
日

︵
日
︶
に
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

支
部
長　

髙
山　

了
︵
高
18
回
︶

念
「
誰
の
為
に
何
を
す
る
の
か
」
と
、

不
断
の
改
善
が
無
く
前
例
踏
襲
で
は

衰
退
は
必
然
。

　

真
鍋
支
部
も
例
に
漏
れ
ず
、
隆
盛

期
と
休
眠
期
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
母
校
を
擁
す
る
地
元
支
部
と

し
て
、
再
興
熱
意
に
燃
え
る
小
野
治

前
々
支
部
長
︵
高
９
回
︶
の
下
、
平

成
29
年
６
月
、
理
念
や
具
現
化
す
る

幹
事
を
一
新
し
「
新
真
鍋
支
部
」
が

再
始
動
。
理
念
は
「
地
元
の
同
窓
生

を
『
つ
な
ぎ
・
広
が
り
・
楽
し
む
場
』

を
提
供
さ
せ
て
頂
く
」
と
し
、
役
員

幹
事
は
裏
方
・
お
も
て
な
し
に
徹
し

ま
し
た
。
一
気
に
97
名
の
参
加
。
そ

の
後
も
123
名
。
114
名
参
加
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
３
年
間
休
止
。

　

毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
分
析
し

役
員
会
で
検
討
。
翌
年
に
改
善
策
を

具
体
化
。
各
支
部
と
の
交
流
を
大
事

に
し
、
東
京
支
部
、
美
浦
支
部
、
県

庁
支
部
、
今
年
は
新
設
「
つ
く
ば
支

部
」
の
古
徳
支
部
長
に
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
講
演
は
江
田
麻
裕
子
氏

︵
高
34
回
︶
の
「
男
性
脳
・
女
性
脳
」。

　

更
に
、
母
校
や
地
元
の
方
々
と
の

対
面
交
流
も
大
事
と
考
え
、
昨
年
は

総
会
・
懇
親
会
は
中
止
し
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
初
の
試
み
、
同

窓
生
落
語
家
、
立
川
志
の
ぽ
ん
・
好

文
亭
梅
朝
で
母
校
の
施
設
で
「
真
鍋

寄
席
」
を
開
催
。
60
名
強
の
ご
参
加

で
大
好
評
。
今
年
も
10
月
15
日
に「
第

２
回
真
鍋
寄
席
」
を
開
催
。
旧
本
館

見
学
会
、
母
校
弦
楽
部
演
奏
会
も
寄

　
　
　

県
庁
進
修
同
窓
会

県
庁
進
修
同
窓
会
は
、
去
る
６
月

22
日
、
水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
進
修
同
窓
会
水
戸
支
部
と
の
合
同

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移
行

を
受
け
て
、
３
年
ぶ
り
の
合
同
開
催

の
運
び
と
な
り
、
大
井
川
和
彦
知
事

や
プ
ラ
ニ
ク
・
ヨ
ゲ
ン
ド
ラ
校
長
先

生
な
ど
の
ご
来
賓
を
含
め
約
70
名
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
80
歳
代
か

ら
20
歳
代
ま
で
、
先
輩
・
後
輩
・
同

級
生
が
、
懐
か
し
い
青
春
の
日
々
と

同
窓
の
繋
が
り
を
改
め
て
感
じ
た
楽

し
い
宴
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
私
と
水
戸
支
部
の
大

竹
伸
一
支
部
長
の
主
催
者
挨
拶
に
続

き
、
ご
来
賓
の
大
井
川
知
事
、
小
野

治
進
修
同
窓
会
副
会
長
、
幡
谷
浩
史

前
会
長
、
金
子
敏
明
県
議
会
議
員
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
県
庁
の
久
保
田

行
政
監
察
監
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り

懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

大
井
川
知
事
か
ら
は
、
ご
挨
拶
の

中
で
「
知
事
就
任
以
来
、
教
育
・
人

づ
く
り
が
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
認
識
し
、
中
高
一
貫
校
の
創
設
な

ど
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
人
口
減
少
が
進
み
、
予
測
困
難

な
非
連
続
の
時
代
を
迎
え
る
中
、
変

化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
国
全
体
と
し
て
求
め
ら

れ
て
お
り
、
土
浦
一
高
が
そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個

性
と
才
能
を
伸
ば
し
て
い
く
教
育
に

取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
て
て
欲
し
い
」
と
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
乾
杯
の
後
、
今
年
４
月
か

ら
民
間
公
募
制
度
に
よ
り
校
長
に
就

任
さ
れ
て
い
る
よ
ぎ
校
長
先
生
︵
ご

本
人
の
希
望
に
よ
り
「
よ
ぎ
先
生
」

と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。︶
か
ら
は
、
母
校
の
近
況

と
併
せ
、
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
多

様
な
経
験
に
基
づ
き
前
例
に
囚
わ
れ

な
い
発
想
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
う
教
育
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
ご
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
よ
ぎ
校
長
先
生
の
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、県
職
員
︵
教

職
員
は
除
く
。︶
の
出
身
高
校
別
の

人
数
を
み
る
と
、
土
浦
一
高
出
身
者

は
５
番
目
の
勢
力
だ
そ
う
で
︵
最
大

勢
力
は
水
戸
一
高
︶、
こ
う
し
た
集

い
に
よ
り
、
庁
内
の
縦
横
の
繋
が
り

や
水
戸
支
部
の
皆
様
と
の
新
た
な
関

係
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
も

良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
同

窓
会
で
あ
り
続
け
た
い
、
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。楽

し
い
時
間
は
瞬
く
間
に
流
れ
、

宴
の
終
わ
り
に
は
、
全
員
で
校
歌
を

歌
い
、
県
庁
の
池
田
土
木
部
都
市
局

長
の
中
締
め
に
よ
り
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍

と
母
校
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
結

び
と
い
た
し
ま
す
。

県
庁
進
修
同
窓
会
長　

湯
浅
友
明

︵
高
36
回
︶　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
・
O
B
会
だ
よ
り

（第１回真鍋寄席）実行委員と出演者（大久保写真館提供）
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文
化
祭
を
『
一
高
祭
』

第
77
回
一
高
祭
運
営
委
員
会
委
員
長　

２
年
Ｂ
組　
中
村　
陽
佑

高
校
３
学
年
、
附
属
中
３
学
年
の

合
計
６
学
年
が
揃
っ
て
初
め
て
の
開

催
と
な
っ
た
第
76
回
一
高
祭
は
、
４

年
ぶ
り
の
一
般
公
開
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
第
76
回
一
高
祭
は
長
い
一
高

祭
の
歴
史
か
ら
見
て
も
、
か
な
り
特

異
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
だ
け

で
な
く
、
特
別
棟
の
工
事
や
台
風
の

接
近
に
よ
る
悪
天
候
の
中
で
の
準
備

な
ど
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
次
ぐ
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
よ
り
、「
例
年
通
り
」

と
い
う
言
葉
に
縛
ら
れ
な
い
柔
軟
な

対
応
が
求
め
ら
れ
、
一
高
祭
を
準
備
・

運
営
す
る
側
と
し
て
大
変
苦
労
し
ま

し
た
。

い
ざ
迎
え
た
一
高
祭
当
日
、
私
は

来
場
者
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
最

終
的
に
、
第
76
回
一
高
祭
に
は
２
日

間
合
わ
せ
て
８
千
人
を
超
え
る
来
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

来
場
数
が
例
年
５
、６
千
人
だ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
今
回
の
来
場

者
数
は
歴
代
の
記
録
を
大
幅
に
塗
り

替
え
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
、
在
学
生
や
そ
の
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
方
が
一
高
祭
に
関
心

を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
こ
の
こ
と
以
上
に
驚

い
た
の
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
来
場
者
が

笑
顔
で
入
場
し
、
企
画
を
楽
し
み
、

笑
顔
の
ま
ま
退
場
し
て
い
っ
た
こ
と

で
し
た
。
１
日
目
の
大
雨
に
よ
る
雨

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
最
善
を
求
め

て
考
え
、
第
76
回
一
高
祭
同
様
に
一

高
祭
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
が
笑
顔

で
始
め
、
笑
顔
で
終
え
る
よ
う
な
一

高
祭
を
創
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。

第
77
回
一
高
祭
が
無
事
成
功
し
、

一
高
祭
の
輝
か
し
い
歴
史
の
77
ペ
ー

ジ
目
と
し
て
、
後
輩
に
引
き
継
げ
る

よ
う
、
私
た
ち
に
で
き
る
全
て
の
こ

と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

華
道
部

２
年
Ｅ
組　
大
和
田
瑞
夏

華
道
部
は
、
令
和
５
年
５
月
20
日
、

岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
第
３
回
高
校
生

花
い
け
バ
ト
ル
全
国
選
抜
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
花
い
け
バ
ト
ル
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
伴
う
会
場
変

更
や
予
想
を
上
回
る
人
数
の
来
場
者

へ
の
対
応
な
ど
、
運
営
側
が
苦
労
す

る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
高
生

は
勿
論
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
方
々
が
、
笑
顔
で
一
高
祭
を
楽

し
む
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
、
第
76
回
一
高
祭
を
共

に
創
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
先
程
第
76
回
一
高
祭
は
特

異
な
も
の
で
あ
っ
た
と
書
き
ま
し
た

が
、
私
は
第
77
回
一
高
祭
も
あ
る
意

味
で
は
、
特
異
な
も
の
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
が
無
く
な

り
、「
完
全
な
一
高
祭
」
が
復
活
す

る
か
ら
で
す
。
第
76
回
で
も
来
場
制

限
の
な
い
一
般
公
開
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
第
77
回
で
は
企
画

段
階
か
ら
多
く
の
人
が
制
限
を
意
識

せ
ず
心
か
ら
楽
し
め
る
一
高
祭
を
創

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
77
回
の
代
に
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
完
全
な
一
高
祭
」

を
経
験
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
一
見
、
誰
も
「
完
全
な
一
高

祭
」
を
運
営
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
た
な
い
緊
急
事
態
の
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
私
は
逆
に
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
私

た
ち
色
の
全
く
新
し
い
一
高
祭
を
創

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
何
が
「
文
化
祭
」

を
「
一
高
祭
」
に
変
化
さ
せ
る
の

か
、
ど
う
し
た
ら
今
の
時
代
に
あ
っ

た
「
新
し
い
」
一
高
祭
を
創
れ
る
か
、

い
わ
ゆ
る
生
け
花
と
は
全
く
異
な
り

ま
す
。「
バ
ト
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

出
場
者
た
ち
が
、
花
と
真
剣
に
向
き

合
い
、
５
分
間
即
興
で
花
を
生
け
て

大
き
な
作
品
を
作
り
上
げ
ま
す
。
会

場
に
は
た
く
さ
ん
の
花
材
や
枝
物
、

流
木
が
一
列
に
並
べ
ら
れ
、
バ
ト

ラ
ー
は
そ
れ
ら
を
走
っ
て
取
り
に
行

き
ま
す
。
初
め
て
見
る
よ
う
な
花
材

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
会
場
に
入
っ
た

と
き
に
は
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。

　

大
会
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
大

失
敗
し
て
し
ま
い
、
当
日
の
朝
は
緊

張
が
最
高
潮
で
し
た
。
そ
の
上
、
派

手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
る

チ
ー
ム
が
多
く
、「
私
た
ち
の
作
り

た
い
も
の
は
地
味
と
思
わ
れ
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
不
安
に
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
自
分
を
信
じ
て
や
れ
ば

大
丈
夫
。
自
分
の
作
り
た
い
作
品
を

作
ろ
う
」
と
先
輩
方
の
励
ま
し
を
胸

に
本
番
に
臨
み
、
納
得
の
い
く
作
品

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
賞
が
叶
わ
ず
、
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
先
輩
方
と
と
も
に
頑

張
っ
た
花
い
け
は
、
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
大

好
き
な
花
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
他
の
チ
ー
ム
の
作
品
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
た
こ
と

が
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
大
会
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
土
浦
一
高
華
道
部
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｅ
Ｇ
23
で
学
ん
だ
こ
と

２
年
Ｃ
組　
植
村　
光
希

私
は
Ｓ
Ｅ
Ｇ
23
に
参
加
し
、
９
日

間
ア
メ
リ
カ
で
研
修
を
行
っ
た
。
私

は
、
こ
の
研
修
で
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
こ
と
を
学
ん
だ
。 

１
つ
目
は
、
行
動
力
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
だ
。
私
た
ち
は
１
日
目
に

世
界
銀
行
を
訪
れ
、
宇
宙
飛
行
士
候

補
に
選
出
、
さ
れ
た
諏
訪
さ
ん
を
始

め
と
し
て
、
世
界
銀
行
に
勤
め
て
い

る
方
々
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
全
員
の
方

が
共
通
し
て
仰
っ
て
い
た
の
が
「
行

動
力
を
高
め
る
」
と
い
う
こ
と
の
大

切
さ
だ
。
諏
訪
さ
ん
は
、
何
か
行
動 

を
し
て
、
た
と
え
そ
れ
が
失
敗
と
い

う
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も

「
失
敗
は
挑
戦
の
証
だ
」
と
捉
え
、「
失

敗
も
誇
る
」 

と
い
う
こ
と
を
仰
っ
て

お
り
、
ま
た
、「
何
事
も
挑
戦
し
な

い
で
死
ぬ
方
が
リ
ス
ク
が
大
き
い
」

と
考
え
て
い
て
今
ま
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
挑
戦
し
て
、
そ
の
結
果
と
し

て
宇
宙
飛
行
士
に
な
れ
た
と
仰
っ
て

い
た
。
私
自
身
、
失
敗
を
恐
れ
て
行

動
に
移
せ
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
は
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に
も
積

極
的
に
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ

た
。 ２

つ
目
は
一
つ
の
こ
と
を
掘
り
下

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
だ
。
こ
の
研
修

で
は
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
方
々

に
お
会
い
し
て
、
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
方
々
は
全

て
の
こ
と
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
自
分
の
あ
る
長
所
を
武
器

に
し
、
自
分
と
は
異
な
る
分
野
を
専

門
と
し
て
い
る
人
と
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
ん
ど
ん
掘
り
下
げ
て
い
き
、

一
つ
の
こ
と
を
専
門
と
す
る
こ
と

は
、
将
来
活
躍
す
る
た
め
に
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
私
は

将
来
国
際
的
に
働
き
た
い
と
考
え
て

母母
校校
だだ
よよ
りり
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日
、
特
別
棟
か
ら
響
く
大
き
な
音
。

生
物
室
床
の
張
替
え
工
事
︵
本
会
報

第
80
号
表
紙
上
空
写
真
の
中
央
右

側
、
ネ
ッ
ト
で
囲
ま
れ
て
い
る
建
物
︶

に
伴
う
床
を
削
る
音
で
す
。
築
50
年

を
超
え
る
特
別
棟
大
改
修
工
事
が
、

令
和
５
年
１
月
に
４
階
か
ら
始
ま
り

１
階
ま
で
、
室
内
外
改
修
と
配
管
類

の
全
交
換
工
事
で
す
。
通
常
授
業
日

も
工
事
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
試
験

期
間
は
音
出
し
禁
止
、
大
き
な
音
が

出
る
作
業
は
休
日
に
集
中
し
て
行
う

た
め
、
事
務
室
職
員
が
交
替
で
出
勤

し
対
応
し
て
い
ま
す
。
竣
工
は
12
月

以
降
に
な
り
ま
す
が
、
完
成
し
た
暁

に
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
特
別
棟
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
棟
改
修
に
先
立
ち
、
旧
本
館

の
電
気
設
備
改
修
も
行
い
ま
し
た

︵
現
在
、
仮
図
書
室
と
し
て
使
用
中
︶。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
新
設
し
、
教
室
内
が

非
常
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
も
設
置
し
、
授

業
で
必
要
不
可
欠
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
選
択
授
業
で
の
活
用
も
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
旧
本
館
屋
外
ト
イ
レ
が
改

築
さ
れ
ま
し
た
。
旧
本
館
や
プ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は

朗
報
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
附
属
中
学
校
開
校
に
あ
わ

せ
た
令
和
２
年
度
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

新
設
工
事
以
降
、
学
校
内
で
は
ど
こ

か
で
、
何
か
し
ら
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
事
務

室
職
員
一
同
、
生
徒
、
職
員
が
安
全

に
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
設

備
の
整
備
と
維
持
管
理
に
今
後
も
務

め
て
い
き
ま
す
。

き
出
す
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
大
き

く
成
長
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

も
定
時
制
の
特
長
だ
と
感
じ
ま
す
。

〇
学
校
行
事

　

学
校
行
事
は
、
教
育
の
一
環
と
し

て
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
を
通
じ
て
、
社
交
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
育
み
ま

す
。

　

学
年
対
抗
で
行
わ
れ
た
「
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
」
で
は
、
様
々
な
競
技
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。「
全
員
参
加
・
全

員
が
楽
し
む
」
を
目
標
に
競
技
を
選

定
し
、
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
り

実
行
し
て
い
く
姿
は
、
学
校
全
体
が

団
結
し
て
い
く
姿
そ
の
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

【
高
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
】

　

定
時
制
・
通
信
制
高
校
生
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
通
称
「
定
通

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
は

卓
球
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を

含
め
た
計
４
部
が
参
加
し
、
陸
上
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
５
名
の
選
手
が
全
国

大
会
で
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

【
終
わ
り
に
】

　

今
後
も
定
時
制
で
は
、
生
徒
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
、「
土
一

の
定
時
制
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
高
校
を
目
指
し
て
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

事
務
室
だ
よ
り

事
務
室
だ
よ
り

事
務
室
長　
大
森　
伸
一

ガ
ガ
ガ
ガ
ッ
！
７
月
の
あ
る
土
曜

　

昼
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
等
に
励
み
、

夕
方
か
ら
は
学
業
に
勤
し
む
。
大
人

で
さ
え
大
変
な
生
活
を
、
ま
だ
十
代

の
生
徒
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
る
姿

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

社
会
の
一
員
と
し
て
大
き
な
力
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
入
学
式
・
始
業
式
】

　

令
和
５
年
度
の
入
学
式
が
行
わ

れ
、
新
入
生　

名
は
、
緊
張
し
な
が

ら
も
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
新
入
生
に
対
し
、
学

校
で
の
学
び
の
大
切
さ
や
、
社
会
に

出
て
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
力
に
つ
い

て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
達
に
は
、
今
後
の
高
校
生

活
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を

持
ち
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
始
業
式
で
生
徒
た
ち
は
、
校

長
先
生
の
「
志
の
み
持
参
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
講
話
を
真
剣
に
聞
き
入

り
、
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
、
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

【
学
校
生
活
】

〇
授
業

　

学
校
生
活
の
中
心
と
な
る
授
業

は
、
講
義
形
式
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

実
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
行
わ

れ
ま
す
。
教
員
が
知
識
や
ス
キ
ル
を

伝
え
な
が
ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

促
し
、
生
徒
の
能
動
的
な
学
び
を
引

は
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
ラ
リ
ー
や
そ

の
中
で
行
わ
れ
る
駆
け
引
き
な
ど
想

像
よ
り
激
し
く
、
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
は
今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
第
69

回
関
東
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
に
29
年
ぶ
り
10
回
目
の
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
県
予

選
で
は
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た

が
、
関
東
大
会
出
場
枠
が
４
枠
と
い

う
中
、
第
４
位
と
い
う
成
績
に
て
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
共
に
練
習
を
積

み
重
ね
て
き
た
仲
間
と
大
き
な
達
成

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
戦
で
は
残
念
な
が
ら
一
回
戦
敗
退

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
に
繋
が
る
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
関
東
大
会
と
同
じ
く

６
月
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

に
お
い
て
も
第
３
位
と
い
う
結
果
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
せ
た
の
は

支
え
て
頂
い
た
顧
問
の
先
生
、
そ
し

て
関
東
大
会
に
向
け
た
練
習
を
手

伝
っ
て
頂
い
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
は
じ

め
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お

か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
一
同
、

精
一
杯
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
時
制
の
活
動

定
時
制
の
活
動

教
頭　
慶
野　
清
貴

「
生
徒
が
と
て
も
素
直
で
あ
る
」

　

赴
任
し
て
真
っ
先
に
受
け
た
生
徒

の
第
一
印
象
で
す
。

い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
興

味
を
大
切
に
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
ん
ど
ん
深
掘
り
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。 

３
つ
目
は
英
語
を
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
だ
。
こ
の
研
修
で
は
、
英
語
で

の
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
現
地

の
大
学
生
や
お
店
の
店
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
形

で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
触
れ
た
。

そ
の
中
で
私
は
、
相
手
の
話
を
理
解

す
る
の
に
必
死
に
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
常
に
受
け
身
に
な
っ

て
し
ま
い
、
自
分
の
英
語
力
の
低
さ

を
感
じ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

今
、
外
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
、
国
際
的
に
活

躍
す
る
た
め
に
は
英
語
が
必
須
で
あ

る
た
め
英
語
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
強
く
感
じ
た
。
そ
の
た
め

私
は
、
日
本
で
英
語
を
し
っ
か
り
と

学
び
、
将
来
ど
こ
か
に
留
学
を
し
て
、

英
語
を
自
由
に
扱
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
。

 

最
後
に
、
こ
の
研
修
は
先
生
方
を

始
め
と
し
て
、
現
地
で
働
く
方
々
や

現
地
の
大
学
生
、
日
本
で
様
々
な
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
そ
し

て
家
族
な
ど
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た

め
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
過

ご
し
て
い
き
た
い
。

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
　
２
年
Ａ
組　
宮
良　
幸
昌

皆
さ
ん
は
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
と

い
う
競
技
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
ネ
ッ
ト

を
挟
ん
で
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
う
と

い
う
何
と
な
く
の
イ
メ
ー
ジ
は
お
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
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が
102
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共
テ
利
用

方
式
の
増
加
は
、
各
大
学
が
新
方
式

を
導
入
す
る
な
ど
の
施
策
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
要
因
で
、
従
来
の
方
式

だ
け
で
の
増
減
を
見
る
と
、
や
は
り

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
18
歳
人
口

の
減
少
や
中
堅
大
学
に
お
け
る
年

内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
に
加
え
、
私
立

大
一
般
選
抜
全
体
の
競
争
緩
和
に
よ

る
、
１
人
あ
た
り
の
併
願
校
数
減
少

の
影
響
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
校
の
合
格
状
況
に
つ
い
て
は
表

の
通
り
で
す
。
国
立
難
関
大
学
の
合

格
者
数
は
、
北
大
12
名
、
東
北
大
22

名
、
東
大
15
名
、
一
橋
大
１
名
、
名

大
２
名
、
京
大
５
名
、
阪
大
６
名
、

九
大
１
名
と
合
計
64
名
で
、
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
数
と
い
う
結
果
で
し
た
。

合
格
者
の
多
い
大
学
は
、
茨
城
大
21

名
、
筑
波
大
34
名
、
千
葉
大
19
名
で
、

地
元
３
大
学
へ
は
前
年
度
比
15
名
増

と
大
き
く
飛
躍
・
前
進
し
ま
し
た
。

　

次
に
医
学
部
医
学
科
に
つ
い
て

は
、
今
年
も
国
公
立
大
学
に
21
名
の

合
格
者
を
出
す
な
ど
着
実
な
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、

筑
波
大
に
推
薦
入
試
で
２
名
、
一
般

入
試
で
４
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
ま

た
、
北
大
１
名
、
秋
田
大
に
４
名
な

ど
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
勢
が
窺

え
ま
す
。

　

新
卒
生
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
125
名
。
現
役
進
学
率
は
約
65
％
と

な
り
、
昨
今
は
60
％
を
超
え
る
進
学

率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
現
行
課
程

最
後
の
入
試
と
な
る
現
３
年
生
は
こ

う
し
た
傾
向
が
更
に
強
ま
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、 

自
分
の
信
念
を
貫

く
強
い
意
志
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

進
路
状
況
報
告

進
路
状
況
報
告

東
大
15
名
（
国
公
立
全
国
19
位
）

京
大
５
名

筑
波
大
34
名

東
北
大
22
名

国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
21
名

　
進
路
指
導
部
長　
石
垣　
政
雄

　

今
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
以
降
過
去
最
低

値
を
記
録
し
た
昨
年
度
か
ら
、
文
系

７
科
目
型
が
＋
23
点
、
理
系
７
科
目

型
が
＋
38
点
と
大
幅
に
上
昇
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、数
学
の
平
均
点
ア
ッ

プ
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
生
物
は
、
昨
年
度
の
過
去
最

低
だ
っ
た
平
均
点
を
更
に
下
回
り
、

共
通
テ
ス
ト
と
な
っ
て
２
度
目
の
得

点
調
整
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

英
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
国
語
の
平
均

点
低
下
も
目
立
つ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
科
目
で
読
み
解
く
べ
き
文
章
や
資

料
の
分
量
が
増
加
し
て
お
り
、
負
荷

の
大
き
い
非
常
に
ハ
ー
ド
な
試
験
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
へ
の
志
願
状
況
は
、

ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
し
た
。
共
通
テ
ス

ト
の
受
験
者
数
が
前
年
比
97
％
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
国
公
立
大
人

気
は
堅
調
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
共

通
テ
ス
ト
平
均
点
ア
ッ
プ
の
影
響
も

あ
り
、
全
体
的
に
強
気
な
出
願
が
目

立
ち
ま
し
た
。

  

私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
出
願
指

数
99
、
と
志
願
者
数
は
微
減
と
な
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
一
般
入
試
出
願

指
数
が
98
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式

令和４年度入試合格状況
国公立大学

大　学 合格者 新卒
旭川医科 1 1
北海道 12 7
弘前 1
岩手 1 1
東北 22 16
秋田 4
山形 2
茨城 21 17
筑波 34 27
宇都宮 1 1
埼玉 4 1
千葉 19 16
お茶の水女子 1
東京 15 7
東京外語 3 2
東京学芸 1
東京農工 4 3
一橋 1
横浜国立 1 1
新潟 1
金沢 2 2
福井 1
山梨 1
信州 2 2
岐阜 1 1
名古屋 2 1
滋賀医科 1
京都 5 1
大阪 6 4
神戸 2 1
奈良女子 1 1
広島 3 2
香川 1
高知 2 1
九州 1
大分 1 1
琉球 1 1
茨城県立医療 3 3
高崎経済 2 1
東京都立 2 2
公立諏訪東京理科 1 1
国公立合計 190 125

私立大学
大　学 合格者 新卒

青山学院 28 17
学習院 22 13
北里 6 3
慶應義塾 38 17
駒澤 15 13
芝浦工業 34 21
順天堂 8 7
上智 17 4
成蹊 4 1
成城 5 3
専修 7 7
中央 30 18
津田塾 9 7
東京女子 6 5
東京電機 3 2
東京農業 11 9
東京薬科 3 2
東京理科 117 61
東邦 6 3
東洋 22 13
日本 25 13
日本女子 30 26
法政 81 41
星薬科 7 2
明治 90 57
明治学院 3 2
明治薬科 9 4
立教 50 23
早稲田 53 25
同志社 3 1
立命館 7
その他 135 63
私立大学合計 884 483

大学校
大　学 合格者 新卒

防衛 1 1
気象 1 1
大学校計 2 2

医学部医学科
大　学 合格者 新卒

旭川医科 1 1
北海道 1
弘前 1
東北 1 1
秋田 4
山形 1
筑波 6 6
福井 1
山梨 1
岐阜 1 1
滋賀医科 1
香川 1
高知 1
東北医科薬科 1
国際医療福祉 3 2
獨協医科 2 1
藤田医科 1
大阪医科薬科 1
医学科計 29 12
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令和４年度　進修同窓会決算書
収入総額 14,028,010 円
支出総額 10,658,821 円
差引残額 3,369,189 円（次年度へ繰越）

【収入】  単位：円
項     目 予算額 決算額 比較増減（△） 備　　考

1 繰 越 金 2,886,990 2,886,990 0 前年度繰越金
2 終 身 会 費 60,000 1,153,000 1,093,000 6 名
3 年 会 費 7,000,000 7,083,000 83,000 2,135 名
4 入 会 金 1,750,000 1,695,000 △ 55,000 新会員 計 339 名×5,000 円　　　　　　
5 繰 入 金 0 0 0
6 寄 付 金 0 1,210,000 1,210,000 下記のとおり
7 雑 収 入 10 20 10 預金利息

合      計 11,697,000 14,028,010 2,331,010
ご寄付者名 旧職員沼田義雄様　高 35 回卒業生ご一同様　高 6 回卒市塚廣様　高 12 回卒武井洋一様

【支出】 （残額欄の△は決算額が予算額を超過していることを示す。）

項     目 予算額 決算額 残　額 備　　考

1 総 会 補 助 200,000 23,592 176,408 転出・退出役員記念品等
2 会 報 発 行 費 3,400,000 3,185,474 214,526 会報印刷、発送
3 通 信 費 400,000 21,004 378,996 切手、はがき
4 卒 業 記 念 品 費 250,000 231,200 18,800 卒業証書ホルダー
5 卒業周年記念品費 500,000 500,000 0 卒業周年記念品積立
6 会 議 費 400,000 23,296 376,704 役員会、評議員会経費
7 支 部 連 絡 費 400,000 40,000 360,000 支部会補助
8 生 徒 奨 励 費 1,200,000 1,100,000 100,000 生徒会補助
9 生徒活動補助費 800,000 442,627 357,373 各部活動用品
10 別 途 積 立 金 1,000,000 4,000,000 △ 3,000,000 別途積立金会計へ
11 慶 弔 費 100,000 39,000 61,000 生花
12 事 務 局 費 1,000,000 874,648 125,352 担当者手当、郵便振替手数料等
13 旧本館活用事業費 920,000 86,274 833,726 事務用品・旧本館公開準備経費
14 海 外 研 修 旅 費 600,000 91,706 508,294 海外研修諸経費
15 予 備 費 527,000 0 527,000

合      計 11,697,000 10,658,821 1,038,179
　上記のとおり決算しました。

令和 5 年 3 月 10 日
茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会会長　大野　金一

　監査の結果上記のとおり相違ないことを認めます。
令和 5 年 3 月 10 日

監事　草 苅 宏 明  ㊞

監事　高 山 　了　㊞

監事　杉 山 　博　㊞

令和５年度　進修同窓会予算書
収入総額 11,905,000 円
支出総額 11,905,000 円
支出総額 0 円

【収入】  単位：円
項     目 予算額 前年度予算額 比較増減（△） 備　　考

1 繰 越 金 3,369,189 2,886,990 482,199 前年度繰越金
2 終 身 会 費 60,000 60,000 0
3 年 会 費 7,000,000 7,000,000 0
4 入 会 金 1,475,000 1,750,000 △ 275,000 295 名 ( 全 275・定 20）×5,000 円
5 繰 入 金 0 0 0
6 寄 付 金 811 10 801 預金利息

合      計 11,905,000 11,697,000 208,000

【支出】
項     目 予算額 前年度予算額 比較増減（△） 備　　考

1 総 会 補 助 350,000 200,000 150,000 資料 , 会場設営等
2 会 報 発 行 費 3,400,000 3,400,000 0 会報印刷、送料
3 通 信 費 400,000 400,000 0 切手、はがき等
4 卒 業 記 念 品 費 250,000 250,000 0 卒業証書用ホルダー
5 卒業周年記念品費 500,000 500,000 0 卒業周年記念品
6 会 議 費 400,000 400,000 0 役員会、評議員会等経費
7 支 部 連 絡 費 400,000 400,000 0 支部会補助
8 生 徒 奨 励 費 1,200,000 1,200,000 0 生徒会補助、生徒会活動功労賞
9 生徒活動補助費 800,000 800,000 0 部活動補助
10 別 途 積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 別途積立会計へ
11 慶 弔 費 100,000 100,000 0 香料、弔電
12 事 務 局 費 1,000,000 1,000,000 0 担当者手当、郵便振替手数料等
13 旧本館活用事業費 920,000 920,000 0 事務用品・旧本館公開経費
14 海 外 研 修 旅 費 1,000,000 600,000 400,000 生徒海外研修引率旅費
15 予 備 費 185,000 527,000 △ 342,000

合      計 11,905,000 11,697,000 208,000
　 　※項目間の流用を認める。
　上記のとおり提案いたします。

令和 5 年 4 月 29 日
茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会会長 大野　金一

令
和
６
年
度 

進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

　
　

次
年
度
進
修
同
窓
会
・
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
は
、
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　

一
、
期
日　

令
和
６
年
４
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
～

　
　

二
、
場
所　

土
浦
第
一
高
等
学
校
体
育
館

 
 

卒
業
60
周
年　

高
16
回
、
定
14
回

　

卒　
業　
周　
年 

卒
業
50
周
年　

高
26
回
、
定
24
回

　

記
念
祝
賀
式 

卒
業
40
周
年　

高
36
回
、
定
34
回

 
 

卒
業
25
周
年　

高
51
回
、
定
49
回

 
 

卒
業
15
周
年　

高
61
回
、
定
59
回

　

一
般
会
員
・
周
年
記
念
該
当
会
員
の
数
多
く
の
方
が
母
校
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
費
納
入
の
ご
協
力
と
お
願
い

　

令
和
５
年
度
会
費
納
入
状
況
は
、

２
１
４
１
名
の
皆
様
方
か
ら
８
２
３
６
千
円

を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
費
は
、
各
事
業
項
目
に
充
て
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
規
約
︵
抜
枠
︶

第
12
条　

本
会
の
経
費
は
第
10
条
の
入
会
金
、

年
会
費
、
終
身
会
費
及
び
篤
志
寄
付
金
を
以
て

充
て
る
。

一
、
年
会
費
は
、
６
年
目
以
降
は
、
３
千
円

以
上
と
す
る
。

二
、
終
身
会
贅
は
３
万
円
以
上
と
す
る
。

住
所
変
更
手
続
き
の
お
願
い

　

住
所
や
電
話
番
号
等
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、

左
記
の
E
メ
ー
ル
ヘ
ご
送
信
下
さ
い
。
又
同
窓

会
会
員
名
簿
の
不
明
者
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

知
人
や
友
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
当
人
に
事
務

局
へ
連
絡
す
る
よ
う
お
伝
え
頂
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
事
務
局

E
メ
ー
ルshinshu®

tsuchiural,h. ibk.ed.jp
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編　

集　

後　

記

　

今
年
は
中
学
校
３
学
年
が
揃
い
、
初
の
６

学
年
が
揃
い
ま
し
た
。
５
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
５
類
指
定
に
。
多
く
の
制
限
が
無
く

な
り
、
マ
ス
ク
は
任
意
に
。
久
々
の
制
限
無

し
の
一
高
祭
で
活
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
▼

諏
訪
理
氏
︵
高
47
回
︶
が
宇
宙
飛
行
士
に
。 

Ｓ
Ｅ
Ｇ
に
参
加
し
た
生
徒
と
一
緒
に
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
に
て
記
念
撮

影
▼
本
紙
面
が
以
前
の
よ
う
な
活
気
あ
る
内

容
で
編
集
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
幸
福
に
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
▼
本
校
附
属
中
学
校

開
校
３
年
目
を
迎
え
、
来
年
度
は
つ
い
に
中

学
か
ら
高
校
へ
進
級
す
る
生
徒
が
。
皆
様
に

と
っ
て
も
幸
多
い
こ
と
を
願
い
、
編
集
後
記

と
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。︵
長
谷
川
︶

　
　

□　
　

□　
　

□

進
修
同
窓
会
会
報
第
80
号

発
行
日　

令
和
５
年
12
月
１
日

会
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

武
井　

秀
一
︵
高
23
回
︶

　
　

委
員　

飯
村　

弘　
︵
高
５
回
︶

　
　
　
　
　

櫻
井　

忠
男
︵
定
53
回
︶

　
　
　
　
　

高
山　

丁　
︵
高
18
回
︶

　
　
　
　
　

竹
井　

茂
雄
︵
高
19
回
︶

　
　
　
　
　

原
田　

晋
市
︵
高
20
回
︶

　
　
　
　
　

鈴
木　

義
人
︵
高
21
回
︶

　
　
　
　
　

鴻
巣　

茂　
︵
高
21
回
︶

　
　
　
　
　

江
田　

麻
裕
子
︵
高
34
回
︶

　
　
　
　
　

大
久
保　

博
︵
高
37
回
︶

　
　

校
内　

日
向　

久　
︵
副
校
長
・
高
36
回
︶

　
　
　
　
　

浅
野　

周
一︵
全
日
教
頭
・
高
38
回
︶

　
　
　
　
　

慶
野　

清
貴
︵
定
時
教
頭
︶

　
　
　
　
　

廣
瀬　

光
幸︵
中
学
教
頭
・
高
38
回
︶

　
　
　
　
　

大
森　

伸
一
︵
事
務
室
長
︶

　
　
　
　
　

長
谷
川　

学
︵
高
52
回
︶


